オイディプス、アンタッチャブル!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野　真（コミ文教員）

　32年前（1978年）、確か渋谷のパルコ劇場だったと思いますが、『オイディプス王』の舞台を観て唖然とした記憶があります。
　あれは仲代達矢率いる「無名塾」の旗揚げ公演ではなかったかしら。主役のオイディプスは無論仲代自身が演じ、王妃イオカステにはこの役が初舞台となる神崎愛、その他の登場人物とコロス役にはすべて無名塾の若い塾生たちが当たっていたはずです。演出は仲代夫人である隆巴（りゅう・ともえ）こと故・宮崎恭子。
　仲代のどこか空気の漏れるようなのったりしたセリフ回しと、神崎たちの未熟な演技や活舌の悪さには、まあため息をつきながら目を瞑ればいいことでした。
　僕が椅子からずり落ちそうになるほど驚いたのは、終幕、この悲劇のクライマックスとなるべき場面です。自ら両の目を突いて盲目となったオイディプスが、神殿の扉を開けて人々の前に姿を現し、両頬に鮮血を滴らせながら手探りで石段を降りて来ます。あと少しで地上に降り立つという辺りで、盲いた王はよろけて倒れそうになる。すると何ということでしょう、下にいたコロスの二人が両脇からさっと手を伸ばしてオイディプスを支えてやったではありませんか！しかも「大丈夫ですか？」なんぞと気軽く王に小さな声まで掛けているのです！
　皆さんが演出家だったら、この場面、階段の下で見上げている民衆をどう動かしますか？
隆巴演出では、オイディプスが階段を降りて来る途中辺りから、すでに人々は彼に何のためらいもなく近付き、よろめくオイディプスに親切に手まで貸していました。

　僕が演出家なら、盲いた王が血にまみれて神殿の入口に姿を現した時点でまず人々に息を呑ませ、身をこわばらせ、王が階段を一歩降りるたびに彼らを逃げ腰にさせます。そして最後に王がよろめいた瞬間には、誰もが恐怖の叫びを上げながら、こけつまろびつ、一斉に王から飛びEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すさ),退)るよう彼らを動かすでしょう。当然倒れ込んだオイディプスの周りには誰もいない空間が丸く形作られるはずです。
　だってオイディプスはアポロンの神託に逆らい、神託の実現を避けようとして結果的に神託通り実の父を殺し、実の母を妻とし、彼女との間に子まで儲けてしまった上に、周囲の忠告を聞き入れずに「人間が知らなくてもよい真実」まで知ろうとして神々の領域を侵した挙句に罰せられた、言わば人間の域を超えたモンスターであり、最も忌むべきケガレそのものであり、不浄の極みと化した恐るべき存在に他ならないのですよ。ごく普通の価値観の中で生きているコロスたち民衆にとってみれば、恐れおののきながら飛び退って当然であり、まして手を貸す（自ら触れる）などとは言語道断のあり得ないふるまいということになります。
　隆巴の演出では、民衆たちは盲いたオイディプスを一つも怖れていなかった。その後の王のモノローグも、彼らはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でく),木偶)のように突っ立ったまま聞いていただけでした。その結果、彼のモノローグは単に愚痴めいたものの弱々しい繰り返し（仲代達矢のセリフ回しを思い出して下さい）となり、オイディプス自身は無能な脱落者に過ぎなくなってしまいました。それでは彼の血は一体何のために流されなくてはならなかったというのでしょう。第一、コロスたちが恐怖に思わず飛び退ってこそ、その後、王の幼い二人の娘が父の不浄を怖れずに近寄り、その両腕にしかと抱きしめられる場面が観客の感動を誘うのではありませんか。

隆氏は女性であり、女性特有の優しさがこの演出を生んだとも言えるでしょう。可哀そうな王と優しい民衆、というわけです。しかし残念な事に、そこには畏怖などという感情とは程遠い、感傷的な同情しか存在しなかった。だからあの夜、あの舞台で我々が観たものは、「ギリシャ悲劇」ではなく、そこに題材を借りた「正体不明のメロドラマ」であったということになります。悲劇の、少なくともギリシャ悲劇の主人公は、善悪の基準を超えて、我々観客の身の丈をはるかに超えた存在でなくてはなりません。本当の悲劇的カタルシスは―それが現代において可能かという問題はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わき),傍)に置いて―その条件の下でしか生じないはずのものなのですから。オイディプス王は、結果的に不浄のもの、忌むべきケガレと化したにもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かかわ),拘)らず、人間の域を超えて自らの運命と闘い、神々に迫り、その運命を生き切った挙句、見事に敗れ去った巨大な戦士であり、我々が日常の中で決して出来ぬことをやってのけた英雄に他なりません。だから彼の滅びて行く姿に我々が流す涙は、巷に氾濫するメロドラマでは有り得ない、身体の奥底からこみ上げるものであり、深い魂の震えを伴った、何よりも爽快な涙なのです。
　

　

　
